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外
交
史
料
館
に
は
、
外
交
史
料
に
関
す
る
ご
質
問
が
国
内
外
か
ら
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
対
象
時
期
は
幕
末
期
か
ら
現
在
に
お
よ
び
、
内
容
も
政
治
・

外
交
、
経
済
、
文
化
交
流
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。

当
館
で
は
平
成
一
五
年
以
降
、
こ
れ
ら
の
ご
質
問
の
中
か
ら
、
多
く
の
方
々
が

関
心
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
び
、回
答
と
と
も
に
「
外
交
史
料
Ｑ
＆
Ａ
」

と
し
て
ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
き
た
。

本
企
画
展
示
で
は
、
過
去
一
〇
年
間
の
「
外
交
史
料
Ｑ
＆
Ａ
」
か
ら
一
二
問
を

選
び
、
関
連
史
料
を
展
示
し
て
、
日
本
外
交
に
お
け
る
様
々
な
興
味
深
い
出
来
事

を
紹
介
し
た
。
本
展
示
に
よ
り
、
外
交
史
料
館
の
活
動
の
一
端
を
お
伝
え
し
、
今

後
一
層
外
交
史
料
館
を

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

の
参
考
と
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
（
開
催
期
間
：

平
成
二
四
年
一
一
月
五

日
〜
平
成
二
五
年
七
月

一
七
日
）。

本
企
画
展
示
の
展
示

企
画
展
示

「
外
交
史
料
館
に
聞
い
て
み
よ
う
！
「
外
交
史
料
Ｑ
＆
Ａ
」
展
」
に
つ
い
て

史
料
解
説
は
以
下
の
通
り
。な
お
、展
示
史
料
の
一
部
は
外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
「
特
別
展
示
・
企
画
展
示
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

○
外
交
史
料
館
Ｈ
Ｐ
「
特
別
展
示
・
企
画
展
示
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」

http://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/annai/honsho/shiryo/archive.htm
l

○
外
交
史
料
館
Ｈ
Ｐ
「
外
交
史
料
館
に
聞
い
て
み
よ
う
！
「
外
交
史
料
Ｑ
＆
Ａ
」」

http://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/annai/honsho/shiryo/qa/index.htm
l

「
外
交
史
料
館
に
聞
い
て
み
よ
う
！
「
外
交
史
料
Ｑ
＆
Ａ
」
展
」

〈
展
示
史
料
解
説
〉

外
交
史
料
館
に
は
、
外
交
史
料
に
関
す
る
ご
質
問
が
国
内
外
か
ら
数
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
す
。
そ
の
対
象
時
期
は
幕
末
期
か
ら
現
在
に
お
よ
び
、
内
容
も
政
治
・
外

交
、
経
済
、
文
化
交
流
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

当
館
で
は
平
成
一
五
年
以
降
、
こ
れ
ら
の
ご
質
問
の
中
か
ら
、
多
く
の
方
々
が

関
心
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
び
、回
答
と
と
も
に
「
外
交
史
料
Ｑ
＆
Ａ
」

と
し
て
ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。
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今
回
の
企
画
展
示
で
は
、
過
去
一
〇
年
間
の
「
外
交
史
料
Ｑ
＆
Ａ
」
か
ら
一
二

問
を
選
び
、
関
連
史
料
を
展
示
し
て
、
日
本
外
交
に
お
け
る
様
々
な
興
味
深
い
出

来
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
展
示
を
通
じ
て
、
日
本
外
交
へ
の
関
心
を
深
め
、

新
た
な
発
見
を
し
て
、
外
交
史
料
の
楽
し
さ
に
触
れ
て
み
て
下
さ
い
。
ま
た
、
あ

わ
せ
て
外
交
史
料
館
の
活
動
の
一
端
を
お
伝
え
し
、
今
後
一
層
外
交
史
料
館
を
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
の
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ｑ
１　

日
本
国
内
に
米
国
の
領
事
館
が
最
初
に
開
設
さ
れ
た
年
月
日

と
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
ｎ
ｓ
ｗ
ｅ
ｒ

一
八
五
六
年
九
月
三
日
（
安
政
三
年
八
月
五
日
）、
初
代
総
領
事
ハ
リ
ス

（T
ow
nsend H

arris

）
が
、
静
岡
下
田
の
玉
泉
寺
に
仮
の
領
事
館
を
開
設
し
た

の
が
最
初
で
す
。

日
米
和
親
条
約
附
録
（
一
八
五
四
年
六
月
一
八
日
調
印
）
に
お
い
て
、
玉
泉
寺

境
内
に
米
国
人
の
埋
葬
所
を
設
け
る
こ
と
、
お
よ
び
同
地
の
了
仙
寺
と
と
も
に
休

息
所
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
玉
泉
寺
は
、
日
魯
通
好
条
約
の
締

結（
一
八
五
五
年
二
月
七
日
）の
た
め
来
日
し
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン（E. V

. Putiatin
）

が
乗
船
し
て
い
た
デ
ィ
ア
ナ
号
が
大
津
波
の
影
響
で
沈
没
し
た
際
に
、
乗
員
達
が

滞
在
し
た
寺
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

玉
泉
寺
は
、
一
八
五
九
年
七
月
（
安
政
六
年
六
月
）、
弁
理
公
使
に
昇
格
し
た

ハ
リ
ス
が
麻
布
山
の
善
福
寺
（
現
在
の
東
京
都
港
区
元
麻
布
）
を
公
使
館
と
す
る

ま
で
、
領
事
館
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
初
代
米
国
公
使
館
と
し
て
使

用
さ
れ
た
善
福
寺
に
関
し
て
は
、
外
務
省
が
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
か
ら
約
一

〇
年
か
け
て
編
纂
し
た
幕
末
外
交
史
料
集
『
続
通
信
全
覧
』
に
関
連
記
録
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
１
-１　

一
八
六
一
年
（
万
延
元
年
一
二
月
）

麻
布
・
善
福
寺
境
内
絵
図

善
福
寺
を
公
使
館
と
し
て
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
防
備
の
た
め
、
公
使
の
部

屋
の
庭
先
に
柵
や
板
塀
が
建
て
ら
れ
、
見
張
り
が
置
か
れ
ま
し
た
。

本
史
料
は
、
防
備
不
足
の
箇
所
に
柵
を
追
加
す
る
た
め
の
願
書
に
添
付
さ
れ
た

絵
図
で
す
。
朱
書
部
分
が
追
加
箇
所
で
す
。

展
示
史
料
１
-２　

一
八
六
三
年
（
文
久
三
年
九
月
）

麻
布
・
善
福
寺
間
取
り
図

一
八
六
三
年
五
月
（
文
久
三
年
四
月
）
に
公
使
館
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建

物
が
火
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
以
後
、
本
堂
を
間
仕
切
り
し
、
公
使
の
仮
住
居
と

し
ま
し
た
。

本
史
料
は
、
法
会
を
執
行
す
る
た
め
に
、
寺
側
が
公
使
部
屋
等
の
使
用
許
可
を

求
め
、
提
出
し
た
文
書
の
付
属
絵
図
で
す
。
青
色
の
部
分
は
公
使
等
が
使
用
し
て

い
た
部
屋
で
す
。
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Ｑ
２　

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
ハ
ワ
イ
国
王
が
来
日
し
た
時

の
記
録
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
ｎ
ｓ
ｗ
ｅ
ｒ

外
務
省
記
録
「
外
国
貴
賓
ノ
来
朝
関
係
雑
件　

布
哇
、
埃
及
、
韓
国
、「
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
」
之
部
」（
布
哇
＝
ハ
ワ
イ
、
埃
及
＝
エ
ジ
プ
ト
）
に
、
第
七
代
ハ

ワ
イ
国
王
カ
ラ
カ
ウ
ア
（D
avid K

alakaua

）
が
訪
日
し
た
際
の
関
連
記
録
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
要
な
関
係
文
書
が
、『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
四

巻
（
明
治
一
四
年
）
に
採
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
八
八
一
年
三
月
、
カ
ラ
カ
ウ
ア
国
王
は
世
界
各
国
巡
遊
の
途
次
日
本
を
訪
問

し
、
東
京
や
横
浜
の
ほ
か
、
神
戸
、
京
都
、
長
崎
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。
明
治
政

府
は
当
初
、
国
王
は
身
分
を
隠
し
て
の
訪
問
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
し

た
が
、
明
治
政
府
に
と
っ
て
初
め
て
迎
え
る
現
職
の
外
国
元
首
で
あ
っ
た
た
め
、

数
度
に
わ
た
る
明
治
天
皇
と
の
会
談
を
設
け
、
さ
ら
に
は
菊
花
大
綬
章
を
贈
呈
す

る
な
ど
丁
重
に
接
遇
し
ま
し
た
。

外
交
史
料
館
に
は
、
カ
ラ
カ
ウ
ア
国
王
の
来
日
に
至
る
経
緯
を
示
す
文
書
や
、

滞
在
中
の
活
動
を
記
し
た
記
録
、
ハ
ワ
イ
王
国
か
ら
明
治
政
府
へ
の
謝
意
を
伝
え

る
書
簡
や
日
本
の
関
係
者
へ
勲
章
が
贈
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
文
書
な
ど
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

展
示
史
料
２
-１　

一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
年
）

布
哇
皇
帝
来
航
日
記

ハ
ワ
イ
の
カ
ラ
カ
ウ
ア
国
王
が
来
日
す
る
直
前
か
ら
日
本
を
去
る
ま
で
の
動
静

を
記
し
た
文
書
で
す
。
国
王
の
日
本
滞
在
は
三
月
四
日
〜
二
二
日
で
し
た
。

展
示
箇
所
は
三
月
一
五
日
に
カ
ラ
カ
ウ
ア
国
王
が
明
治
天
皇
と
会
談
し
、
カ
メ

ハ
メ
ハ
勲
章
を
贈
呈
す
る
と
述
べ
た
部
分
で
す
。

展
示
史
料
２
-２　

一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
年
）
四
月
三
日

カ
ラ
カ
ウ
ア
国
王
の
滞
日
所
感
に
関
す
る
在
天
津
日
本
領
事
館
の
報
告
書

日
本
を
離
れ
た
後
、
清
国
を
訪
問
し
た
カ
ラ
カ
ウ
ア
国
王
に
、
在
天
津
日
本
領

事
館
の
書
記
生
が
謁
見
し
た
際
の
記
録
で
す
。
カ
ラ
カ
ウ
ア
国
王
は
、
日
本
で
の

厚
遇
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
急
速
な
発
展
に
驚
き
、
ぜ
ひ
ま
た
訪
問
し

た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

【展示史料1‒2】

【展示史料1‒1】
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Ｑ
３　

日
本
の
「
大
使
館
」
が
最
初
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、
い
つ
、

ど
こ
の
国
で
す
か
。

Ａ
ｎ
ｓ
ｗ
ｅ
ｒ

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
二
月
二
日
に
在
英
国
公
使
館
が
昇
格
し
て
大
使

館
と
な
っ
た
の
が
最
初
で
、
初
代
大
使
に
任
命
さ
れ
た
の
は
林
は
や
し

董
た
だ
す

で
す
。

一
八
九
〇
年
代
、
日
本
政
府
内
部
で
は
、
各
国
に
置
い
て
い
る
公
使
館
を
大
使

館
に
昇
格
す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
し
ば
し
ば
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
意
見

は
、
日
本
の
要
望
を
列
国
が
受
け
入
れ
る
か
が
不
透
明
で
あ
り
先
送
り
さ
れ
ま
し

た
が
、
北
清
事
変
（
一
九
〇
〇
年
）、
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
〜
一
九
〇
五
年
）

を
経
て
、
日
本
の
国
力
が
徐
々
に
各
国
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
露
講
和

会
議
の
直
後
に
は
、
英
米
両
国
よ
り
、
日
本
と
大
使
を
交
換
す
る
準
備
が
あ
る
と

の
意
向
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
政
府
は
こ
の
提
案
に
応
じ
て
、
ま
ず
英
国
と

の
間
で
大
使
交
換
が
実
現
し
、在
英
国
公
使
館
が
「
大
使
館
」
に
昇
格
し
ま
し
た
。

林
董
が
在
英
国
大
使
と
な
っ
た
直
後
の
一
九
〇
六
年
一
月
に
は
、
米
・
独
・
仏
三

国
で
も
公
使
館
が
大
使
館
に
昇
格
し
、
青あ
お

木き

周
し
ゅ
う

蔵ぞ
う

（
米
国
）、
井い
の

上う
え

勝か
つ

之の

助す
け

（
独

国
）、
栗く
り

野の

慎し
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
仏
国
）
が
そ
れ
ぞ
れ
大
使
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
大
使
館
設
置
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
記
録
「
欧
米
大
国
ト
特

命
全
権
大
使
交
換
一
件
」
に
関
連
史
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
務
省
編

『
外
務
省
の
百
年
』
に
も
、
大
使
館
設
置
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
３
-１　

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
一
月
一
日

在
本
邦
英
国
大
使
信
任
状
（
英
国
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
親
書
）

英
国
国
王
か
ら
明
治
天
皇
宛
に
送
ら
れ
た
在
本
邦
英
国
大
使
任
命
の
信
任
状
で

す
。
友
好
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
日
本
に
お
け
る
外
交
使
節
の
序
列
を
大
使

館
に
昇
格
さ
せ
、
ク
ロ
ー
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（Claude M

. M
acD
onald

）
公

使
を
特
命
全
権
大
使
に
任
命
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
３
-２　

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
二
月
二
日

林
董
を
特
命
全
権
大
使
に
任
じ
た
辞
令
書

在
英
国
日
本
公
使
館
の
大
使
館
昇
格
に
伴
い
、
在
英
国
林
董
公
使
に
交
付
さ
れ

た
辞
令
書
で
す
。

【展示史料3‒2】

【展示史料3‒1】
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Ｑ
４　

明
治
末
期
、
当
時
の
東
京
市
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
に
桜
が
寄
贈

さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
経
緯
を
示
す
記
録
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
ｎ
ｓ
ｗ
ｅ
ｒ

明
治
期
の
桜
の
寄
贈
に
関
す
る
記
録
は
、
外
務
省
記
録
「
帝
国
及
諸
外
国
人
間

物
品
贈
答
雑
件
」
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
の
春
、
タ
フ
ト
大
統
領
夫
人
（H

elen H
. T
aft

）

を
は
じ
め
と
す
る
米
国
の
婦
人
グ
ル
ー
プ
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
を
流
れ
る
ポ
ト
マ
ッ

ク
川
の
ほ
と
り
に
公
園
を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
か
ら
桜
を
買
い
入
れ
て
植

樹
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
こ
れ
を
伝
え
聞
い
た
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
水み
ず
野の

幸こ
う

吉き
ち

総
領
事
や
在
米
国
高た
か

平ひ
ら

小こ

五ご

郎ろ
う

大
使
は
、
植
樹
さ
れ
る
桜
を
日
本
か
ら
寄
贈
す

れ
ば
、
長
ら
く
日
米
友
好
の
記
念
に
な
る
と
考
え
、
日
本
の
首
都
で
あ
る
東
京
市

の
名
義
で
桜
を
寄
贈
す
る
こ
と
を
、
外
務
本
省
に
意
見
具
申
し
ま
し
た
。 

外
務
省
か
ら
の
照
会
に
対
し
、
尾お

崎ざ
き

行ゆ
き

雄お

東
京
市
長
が
快
く
同
意
し
た
た
め
、

一
九
〇
九
年
一
一
月
、
東
京
市
で
選
り
抜
か
れ
た
二
〇
〇
〇
本
の
苗
木
が
、
横
浜

か
ら
出
発
し
ま
し
た
（
翌
年
一
月
米
国
着
）。
と
こ
ろ
が
、
到
着
し
た
苗
木
を
米

国
農
務
省
の
専
門
家
が
検
分
し
た
と
こ
ろ
、
害
虫
が
多
種
発
生
し
て
お
り
、
消
毒

も
植
樹
も
不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
や
む
を
得
ず
全
て
の
苗
木
が
焼
却
処
分

さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
結
果
は
、
大
統
領
夫
妻
を
は
じ
め
と
す
る
米
国
関
係
者
を
落
胆
さ
せ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
外
務
省
は
再
度
東
京
市
に
桜
の
寄
贈
を
依
頼
し
、
同
市
も
こ
れ
に

応
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
一
二
年
二
月
、
改
め
て
三
〇
〇
〇
本
の
苗
木
が
東

京
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
に
輸
送
さ
れ
ま
し
た
。
今
度
は
全
て
の
桜
が
無
事
に
現
地
に

届
け
ら
れ
、
大
統
領
夫
人
か
ら
は
東
京
市
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
と
同
時
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
桜
が
贈
ら
れ
、
ハ
ド
ソ
ン
河
畔
の
広
場
で
贈

呈
式
が
行
わ
れ
た
と
の
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
桜
の
寄
贈
を
き
っ
か
け
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
な
ど
で
定
期
的
に
桜
祭
り
が
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
日
米
交
流
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
二
年
は
、
日
本
が
桜
を
米
国
に
寄
贈
・
植
樹
し
て
か
ら
一
〇
〇
周
年
で
あ

る
こ
と
を
記
念
し
て
、「
日
米
桜
寄
贈
一
〇
〇
周
年
」事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
４
-１　

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
六
月
二
日

ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
桜
寄
贈
に
関
す
る
意
見
具
申

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
水
野
幸
吉
総
領
事
か
ら
小こ

村む
ら

寿じ
ゅ

太た

郎ろ
う

外
務
大
臣
宛
の
公
信

で
す
。
タ
フ
ト
大
統
領
夫
人
が
ワ
シ
ン
ト
ン
市
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の
公
園
整
備
計

画
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
水
野
総
領
事
は
、
東
京
市
か
ら
桜
を
寄
贈
す

る
こ
と
を
外
務
本
省
に
意
見
具
申
し
ま
し
た
。

展
示
史
料
４
-２　

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
八
月
二
六
日

東
京
市
に
よ
る
桜
二
〇
〇
〇
本
の
寄
贈
決
定

尾
崎
行
雄
東
京
市
長
か
ら
石い
し

井い

菊き
く

次じ

郎ろ
う

外
務
次
官
宛
の
文
書
で
す
。
東
京
市

か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
市
へ
桜
の
苗
木
二
〇
〇
〇
本
を
寄
贈
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
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展
示
史
料
４
-３　

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
一
月
三
一
日

害
虫
発
生
に
よ
る
苗
木
の
焼
却
処
分
に
関
す
る
報
告

在
米
国
内う
ち

田だ

康や
す

哉や

大
使
か
ら
小
村
外
務
大
臣
宛
の
公
信
で
す
。
東
京
市
か
ら

寄
贈
し
た
桜
の
苗
木
に
害
虫
が
発
生
し
、
消
毒
も
植
樹
も
不
可
能
と
米
国
農
務
省

の
専
門
家
が
判
断
し
た
た
め
、
苗
木
は
焼
却
処
分
と
な
り
ま
し
た
。
内
田
大
使
は

再
度
の
桜
寄
贈
を
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

展
示
史
料
４
-４　

一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
六
月
一
二
日

桜
寄
贈
事
業
の
無
事
終
了
を
伝
え
る
書
簡

尾
崎
市
長
か
ら
内
田
外
務
大
臣
宛
の
書
簡
で
す
。
一
九
一
二
年
二
月
に
東
京
市

か
ら
三
〇
〇
〇
本
の
桜
の
苗
木
を
再
度
寄
贈
し
、
東
京
市
に
よ
る
桜
寄
贈
事
業
は

「
満
足
ナ
ル
終
結
ヲ
見
」
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
４
-５　

一
九
一
二
（
明
治
四
五
）

年
三
月
二
六
日

タ
フ
ト
大
統
領
夫
人
か
ら
の
感
謝
状

展
示
史
料
４

－

４
に
添
付
さ
れ
た
文
書

で
す
。
タ
フ
ト
大
統
領
夫
人
が
尾
崎
市
長

の
夫
人
に
宛
て
た
感
謝
状
の
写
で
す
。

Ｑ
５　

一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
に
沈
没
し
た
客
船
「
タ
イ
タ
ニ
ッ

ク
号
」
に
は
日
本
人
が
乗
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
裏

づ
け
る
記
録
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
ｎ
ｓ
ｗ
ｅ
ｒ

外
務
省
記
録
「
慰
問
関
係
雑
件
」
に
は
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
事
件
へ
の
日
本
政

府
の
対
応
を
示
す
記
録
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
に
乗
船
し
て
い

た
唯
一
の
日
本
人
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

英
国
ホ
ワ
イ
ト
・
ス
タ
ー
・
ラ
イ
ン
社
の
客
船
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
は
大
西
洋
上

で
氷
山
に
衝
突
し
、
一
九
一
二
年
四
月
一
五
日
未
明
に
沈
没
し
ま
し
た
。
在
英
国

日
本
大
使
館
の
小こ

池い
け

張
ち
ょ
う

造ぞ
う

臨
時
代
理
大
使
は
各
国
の
外
交
代
表
が
英
国
政
府
に

同
情
の
意
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
東
京
に
報
告
し
、こ
れ
を
受
け
て
日
本
政
府
も
、

英
国
政
府
に
深
厚
な
る
同
情
を
表
す
よ
う
小
池
臨
時
代
理
大
使
に
命
じ
ま
し
た

（
翌
一
八
日
に
実
行
）。

一
方
、
日
本
大
使
館
か
ら
船
会
社
へ
日
本
人
乗
船
者
の
存
否
に
つ
い
て
照
会
し

た
と
こ
ろ
、
ロ
シ
ア
留
学
よ
り
の
帰
国
途
中
で
あ
っ
た
細ほ
そ

野の

正ま
さ

文ぶ
み

鉄
道
院
副
参

事
が
救
助
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
搬
送
中
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
細

野
副
参
事
は
、
同
年
六
月
に
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

展
示
史
料
５
-１　

一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
四
月
一
九
日

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
乗
船
の
日
本
人
の
安
否
情
報

在
英
国
小
池
張
造
臨
時
代
理
大
使
か
ら
内
田
康
哉
外
務
大
臣
宛
の
電
報
で
す
。

【現在のワシントン・ポトマック河畔の桜】



－ 131 －

企画展示「外交史料Ｑ＆Ａ展」

日
本
人
乗
客
は
鉄
道
院
副
参
事
一
名
の
み
で
あ
り
、
救
助
さ
れ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
５
-２　

一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
四
月
二
〇
日

在
本
邦
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
英
国
大
使
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
の
礼
状

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
遭
難
事
件
に
対
す
る
日
本
政
府
か
ら
の
弔
意
表
明
に
対
し
、

英
国
政
府
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
大
使
を
通
じ
て
謝
意
を
伝
え
ま
し
た
。

Ｑ
６　

ロ
シ
ア
革
命
に
伴
う
内
戦
の
中
で
、
シ
ベ
リ
ア
に
在
留
し
て

い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
を
日
本
政
府
が
救
済
し
た
こ
と
に
つ
い
て
調

べ
て
い
ま
す
。

Ａ
ｎ
ｓ
ｗ
ｅ
ｒ

関
係
史
料
と
し
て
、
外
務
省
記
録
「
変
災
及
救
済
関
係
雑
件　

波
蘭
孤
児
救
済

方
ノ
件
」
が
あ
り
ま
す
（
波
蘭
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド
）。

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
ロ
シ
ア
革
命
当
時
の
シ
ベ
リ
ア
に
は
、
政
治
犯
と

し
て
流
刑
に
な
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
子
孫
な
ど
、
多
く
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
住
民

が
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
こ
の
革
命
に
伴
う
内
戦
の
際
、
祖
国
の
独
立
を
目
指
し
て

戦
い
ま
し
た
が
、
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
、
そ
の
子
供
達
の
多
く
は
孤
児
と
な
っ

て
極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
を
流
浪
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
一
九
一
八
年

一
一
月
に
独
立
を
得
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
、
間
も
な
く
ソ
ビ
エ
ト
政
府
と
戦
争
を
開

始
し
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
孤
児
の
救
済
を
更
に
困
難
に
し
ま
し
た
。

一
九
二
〇
年
六
月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
児
童
救
済
会
の
ビ
ル
ケ
ウ
ィ
ッ
チ
（A

nna 

Bielkievitch

）
会
長
が
、
日
本
の
外
務
省
を
訪
れ
て
上
記
の
よ
う
な
ポ
ー
ラ
ン

ド
孤
児
の
惨
状
を
訴
え
、
援
助
を
求
め
ま
し
た
。
外
務
省
は
直
ち
に
こ
の
救
済
事

業
を
日
本
赤
十
字
社
に
打
診
し
、
同
社
の
快
諾
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
、
申
し
出

の
あ
っ
た
翌
月
に
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
中
の
日
本
軍
に
よ
っ
て
第
一
次
救
済
活
動

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
次
救
済
活
動
で
は
孤
児
三
七
五
名
が
、
一
九
二
二
年

の
第
二
次
救
済
活
動
で
は
三
九
〇
名
が
シ
ベ
リ
ア
よ
り
移
送
さ
れ
、
日
本
で
手
厚

く
看
護
さ
れ
た
後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
と
送
り
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

展
示
史
料
６
-１　

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
六
月
一
九
日

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
救
援
要
請

ポ
ー
ラ
ン
ド
児
童
救
済
会
の
ビ
ル
ケ
ウ
ィ
ッ
チ
会
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
救
援
要

請
書
で
す
。
シ
ベ
リ
ア
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
を
米
国
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
居
留
地
へ

輸
送
す
る
に
際
し
、
日
本
を
通
過
す
る
孤
児
達
を
一
時
保
護
し
て
ほ
し
い
と
日
本

政
府
に
要
請
し
ま
し
た
。
こ
の
文
書
で
は
「
児
童
ヲ
愛
シ
可
憐
ナ
ル
花
ノ
如
ク
児

童
ヲ
撫
育
ス
ル
美
シ
キ
国
日
本
国
」
が
「
罪
ナ
キ
児
童
等
ニ
対
シ
其
ノ
援
助
ト
救

護
ヲ
与
ヘ
ラ
ル
ベ
キ
コ
ト
ヲ
信
ジ
テ
疑
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
し
め
く
く
っ
て
い

ま
す
。

展
示
史
料
６
-２　

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
七
月
五
日

日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
救
援
承
諾

日
本
赤
十
字
社
石い
し

黒ぐ
ろ

忠た
だ

悳の
り

社
長
か
ら
内
田
康
哉
外
務
大
臣
宛
の
文
書
で
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
交
上
、
人
道
上
重
要
な
事
件
と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
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児
の
救
援
を
承
諾
し
ま
し
た
。

展
示
史
料
６
-３　

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
八
月
三
日

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
送
還
に
関
す
る
訓
令

内
田
外
務
大
臣
か
ら
在
英
国
林
は
や
し

権ご
ん

助す
け

大
使
宛
の
公
信
で
す
。
孤
児
達
は
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
敦
賀
の
港
へ
移
送
さ
れ
日
本
の
土
を
踏
み
ま
し
た
。
一
九
二
〇

年
の
第
一
次
救
済
活
動
で
は
横
浜
か
ら
米
国
経
由
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
送
還
さ
れ
ま

し
た
が
、
一
九
二
二
年
の
第
二
次
救
済
活
動
で
は
、
敦
賀
か
ら
大
阪
の
収
容
所
に

運
ば
れ
て
看
護
を
受
け
た
後
、
神
戸
か
ら
イ
ン
ド
洋
、
ス
エ
ズ
運
河
を
経
て
ロ
ン

ド
ン
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

本
公
信
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
孤
児
達
を
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
（
現
在
の
グ
ダ
ニ

ス
ク
）
ま
で
無
事
と
ど
け
る
た
め
関
係
筋
と
協
力
し
て
対
応
す
る
よ
う
命
令
し
た

も
の
で
す
。

Ｑ
７　

カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
新
渡
戸

記
念
庭
園
（
新
渡
戸
ガ
ー
デ
ン
）
が
造
ら
れ
た
経
緯
を
記
し
た
文
書

は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
ｎ
ｓ
ｗ
ｅ
ｒ

「
太
平
洋
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
」
と
い
う
言
葉
で
有
名
な
新に

渡と

戸べ

稲い
な
造ぞ
う（
一
八

六
二
〜
一
九
三
三
）
は
、
そ
の
言
葉
通
り
、
国
際
親
善
の
た
め
に
尽
く
し
、
一
九
三

三
（
昭
和
八
）
年
、
カ
ナ
ダ
で
開
催
さ
れ
た
太
平
洋
問
題
調
査
会
の
会
議
に
出
席

し
た
直
後
に
病
に
倒
れ
、
現
地
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。 

在
留
邦
人
と
バ
ン
ク
ー
バ
ー
日
本
協
会
は
偉
大
な
国
際
人
の
終
焉
の
地
に
記
念

物
を
残
し
た
い
と
考
え
、
一
九
三
五
年
八
月
、
新
渡
戸
の
功
績
を
記
念
す
る
石
燈

籠
と
そ
れ
を
中
心
と
す
る
日
本
庭
園
を
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学（
Ｕ

Ｂ
Ｃ
）
構
内
に
造
園
し
、
同
大
学
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
庭
園
は
、
周
囲
と
の
調
和

を
考
え
、
純
粋
な
日
本
式
で
は
な
く
、
日
加
両
国
の
樹
木
か
ら
な
る
折
衷
様
式
で

造
ら
れ
ま
し
た
（
加
奈
陀
＝
カ
ナ
ダ
）。 

バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
石い
し

井い

康こ
う

領
事
は
、
寄
贈
式
典
で
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
新
渡
戸
の

輝
か
し
い
業
績
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
石
燈
籠
を
寄
贈
し
た
こ
と
を
述
べ
、
こ

の
庭
園
に
よ
っ
て
日
加
の
親
善
理
解
が
一
層
深
ま
る
こ
と
を
希
望
し
ま
し
た
。 

新
渡
戸
が
亡
く
な
っ
た
状
況
や
、
庭
園
が
造
ら
れ
た
当
時
の
様
子
を
示
す
記
録

は
外
務
省
記
録
「
本
邦
人
弔
喪
関
係
雑
件
」
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
一
九
五
八
年
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
日
加
文
化
交
流
が
企
画
さ
れ
、
翌
年
、

新
渡
戸
ガ
ー
デ
ン
は
拡
張
・
改
築
さ
れ
ま
し
た
。
庭
園
が
拡
張
・
改
築
さ
れ
た
際

の
関
連
記
録
は
第
一
四
回
外
交
記
録
公
開
で
公
開
さ
れ
た
外
務
省
記
録
「
本
邦
諸

外
国
文
化
交
換
関
係
雑
件
」
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。 

新
渡
戸
ガ
ー
デ
ン
は
現
在
も
Ｕ
Ｂ
Ｃ
構
内
に
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
に
は
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
が
訪
れ
る
な
ど
、
日
加
親
善
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
７　

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
一
〇
月
四
日

新
渡
戸
稲
造
記
念
事
業
に
関
す
る
報
告

在
バ
ン
ク
ー
バ
ー
石
井
康
領
事
か
ら
広ひ
ろ

田た

弘こ
う

毅き

外
務
大
臣
宛
の
公
信
で
す
。

新
渡
戸
稲
造
の
逝
去
後
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
石
燈
籠
を
寄
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贈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
と
寄
贈
式
典
の
様
子
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
式
典

に
は
約
三
〇
〇
名
の
列
席
者
が
あ
り
、
挨
拶
に
立
っ
た
石
井
領
事
は
、
学
生
に
新

渡
戸
の
功
績
を
伝
え
、
大
学
が
「
太
平
洋
の
橋
の
一
端
」
と
な
る
こ
と
を
希
望
す

る
旨
を
述
べ
ま
し
た
。

Ｑ
８　

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
に
関
す
る
記
録
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
ｎ
ｓ
ｗ
ｅ
ｒ

三
重
の
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
を
克
服
し
た
こ
と
で
世
界
的
に
著
名
な
米
国
人
女
性

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
（H

elen A
dam
s K
eller;

一
八
八
〇
〜
一
九
六
八
）
は
、
世

界
各
地
で
講
演
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、
日
本
に
も
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年

四
月
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
訪
日
に
関
す
る
文
書
が
、
外
務
省
記
録
「
各
国

名
士
ノ
本
邦
訪
問
関
係
雑
件 

米
国
人
ノ
部
」
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
訪
日
時
、
彼

女
に
秋
田
犬
が
贈
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
犬
は
翌
年
事
故
で
死
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
が
愛
犬
の
死
に
落
胆
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
日
本
側
は
、

死
亡
し
た
犬
の
兄
弟
犬
を
あ
ら
た
め
て
贈
り
ま
し
た
。
こ
の
関
係
文
書
が
、
外
務

省
記
録
「
邦
人
各
国
人
間
贈
答
関
係
雑
件
」
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
は
戦
後
に
も
来
日
し
て
お
り
、
一
九
四
八
年
九
月
に
名
古
屋
で
講
演
会
を
開

催
し
た
こ
と
が
、
外
務
省
記
録
「
連
絡
調
整
地
方
事
務
局
執
務
報
告
書
綴 

東
海

北
陸
一
」
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

展
示
史
料
８
-１　

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
三
月
八
日

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
来
日
に
つ
き
協
力
依
頼

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女
史
歓
迎
委
員
会
の
徳と
く

川が
わ

家い
え

達さ
と

委
員
長
か
ら
外
務
省
の
天あ
も

羽う

英え
い

二じ

情
報
部
長
宛
の
文
書
で
、
日
米
親
善
の
た
め
、
歓
迎
委
員
会
の
委
員
と

な
っ
て
協
力
す
る
よ
う
天
羽
部
長
に
要
請
し
た
も
の
で
す
。
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の

東
京
滞
在
日
程
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
８
-２　

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
一
二
月
六
日

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
に
寄
贈
す
る
秋
田
犬
の
斡
旋
依
頼

岸き
し

倉く
ら

松ま
つ

外
務
大
臣
秘
書
官
か
ら
佐さ

さ々

木き

芳よ
し

遠お

秋
田
県
知
事
宛
の
文
書
で
す
。

来
日
時
に
贈
ら
れ
た
秋
田
犬
（
神
風
号
）
が
事
故
死
し
、
落
胆
す
る
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
を
慰
め
る
た
め
に
、
同
系
の
犬
を
入
手
で
き
る
よ
う
斡
旋
を
依
頼
し
た
も
の

で
す
。

【新渡戸稲造】

【庭園内を散策する式典参加者】
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Ｑ
９　

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開

催
す
る
予
定
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
本
当
で
す
か
。

Ａ
ｎ
ｓ
ｗ
ｅ
ｒ

本
当
で
す
。

一
九
三
一
年
一
〇
月
、
東
京
市
議
会
は
皇
紀
二
六
〇
〇
年
に
当
た
る
一
九
四
〇

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
東
京
に
招
致
し
た
い
と
満
場
一
致
で
決
議
し
ま
し
た
（
皇

紀
と
は
、
神
武
天
皇
が
即
位
し
た
と
さ
れ
る
西
暦
紀
元
前
六
六
〇
年
を
元
年
と
し

て
数
え
た
も
の
で
す
）。
東
京
市
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
外
務
省
は
、
関
係
方
面

へ
の
協
力
要
請
や
情
報
収
集
に
努
め
ま
し
た
。
特
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
）
委
員
も
務
め
て
い
た
在
伊
国
杉す
ぎ

村む
ら

陽よ
う

太た

郎ろ
う

大
使
は
、
一
九
三
五
年

二
月
八
日
に
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
（Benito M

ussolini
）
伊
国
首
相
と
会
談
し
、
有

力
な
開
催
候
補
地
で
あ
っ
た
ロ
ー
マ
を
辞
退
さ
せ
、
逆
に
東
京
へ
の
支
持
を
取
り

付
け
ま
し
た
。
こ
う
し
た
諸
方
面
の
努
力
が
実
を
結
び
、
一
九
三
六
年
七
月
三
一

日
、
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
議
に
お
い
て
対
立
候
補
で
あ
っ
た
ヘ
ル

シ
ン
キ
を
破
り
、
第
一
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

開
催
決
定
後
、
国
内
で
は
大
会
組
織
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
準
備
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九
三
七
年
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
勃
発
以
降
、
日
本
に
対
す
る

国
際
的
な
批
判
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
て
、
東
京
開
催
に
反
対
す
る
動
き
が
各
国
で

強
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
か
ら
も
、
現
在
は
物
心
両
面
で
国
の
総
力
を
挙
げ
て

戦
局
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
開
催
に
反
対
す
る
声
が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
国
内
外
か
ら
の
反
対
を
受
け
て
、
一
九
三
八
年
七
月
一
五
日
、
日
本
政
府
は

東
京
で
の
開
催
を
取
り
止
め
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
大
会
組
織
委
員
会
に
通
達
し
、

翌
一
六
日
に
大
会
組
織
委
員
会
は
、
東
京
大
会
開
催
返
上
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
「
幻
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
関
す
る
記
録
は
、
外
務
省
記
録
「
国
際

「
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
」競
技
大
会
一
件　

本
邦
大
会
関
係
」等
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
９
-１　

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
六
月
一
〇
日

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
活
動
協
力
依
頼

永な
が

田た

秀ひ
で

次じ

郎ろ
う

東
京
市
長
か
ら
斎さ
い

藤と
う

実
ま
こ
と

外
務
大
臣
宛
の
文
書
で
す
。
一
九
四
〇

年
開
催
の
第
一
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
東
京
に
招
致
で
き
る
よ
う
外
務
省
に
協
力

を
依
頼
し
ま
し
た
。

展
示
史
料
９
-２　

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
二
月
八
日

杉
村
大
使
と
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
首
相
の
会
見
に
関
す
る
報
告

在
伊
国
杉
村
陽
太
郎
大
使
か
ら
広
田
弘
毅
外
務
大
臣
宛
の
電
報
で
す
。
当
時
、

東
京
だ
け
で
な
く
、ロ
ー
マ
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
に
立
候
補
し
て
い
ま
し
た
。

杉
村
大
使
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
会
見
し
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
か
ら
一
九
四
〇
年
の
開

催
地
を
東
京
に
譲
る
と
い
う
言
明
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

展
示
史
料
９
-３　

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
四
月
五
日

Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
か
ら
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
辞
退
の
勧
奨

在
ベ
ル
ギ
ー
来く
る

栖す

三さ
ぶ

郎ろ
う

大
使
か
ら
広
田
外
務
大
臣
宛
の
電
報
で
す
。
来
栖
大

使
を
訪
問
し
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
は
、
戦
争
中
の
日
本
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
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こ
と
に
反
対
の
意
見
が
多
く
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
国
が
多
数
出
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
日
本
の
面
目
の
た
め
に
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
辞
退
す
る
よ
う
勧
め
ま

し
た
。

展
示
史
料
９
-４　

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
七
月
一
六
日

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
中
止
す
る
旨
の
大
会
組
織
委
員
会
声
明
書

日
本
政
府
か
ら
の
中
止
勧
告
を
受
け
た

大
会
組
織
委
員
会
が
発
出
し
た
声
明
書
で

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
初
と
な
る
ア
ジ

ア
で
の
大
会
開
催
の
機
会
を
失
う
こ
と
は

遺
憾
で
は
あ
る
が
、
時
局
に
鑑
み
、「
国

策
ニ
順
応
シ
報
国
ノ
誠
ヲ
致
ス
」
た
め
に

開
催
を
中
止
す
る
と
結
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
10　

赴
任
国
の
米
国
で
死
去
し
た
、
斎さ
い

藤と
う

博ひ
ろ
し

大
使
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
ｎ
ｓ
ｗ
ｅ
ｒ

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
外
務
省
に
入
省
し
た
斎
藤
博
（
一
八
八
六
〜
一
九
三

九
）
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
在
勤
な
ど
を
経
て
、

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
、
若
く
し
て
在
米
国
大
使
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
着
任
し

た
斎
藤
は
、
米
国
の
外
務
当
局
や
財
界
と
折
衝
を
繰
り
返
し
た
ほ
か
、
日
本
の
外
交

政
策
や
日
米
関
係
の
歴
史
を
解
説
し
た
著
書
「Japan's Policies and Purposes

」

の
執
筆
や
、
米
国
各
地
で
の
外
交
、
経
済
問
題
に
関
す
る
講
演
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、
急
速
に
悪
化
す
る
米
国
国
内
の
対
日
感
情
緩
和
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
一

九
三
七
年
一
二
月
に
日
本
海
軍
が
揚
子
江
に
停
泊
中
の
米
艦
パ
ネ
ー
号
を
沈
没
さ

せ
る
事
件
が
起
こ
る
と
、
そ
の
直
後
に
全
米
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
じ
て
円
満
解
決
を

訴
え
、
事
態
の
沈
静
化
に
努
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
斎
藤
は
こ
う
し
た
激
務
か
ら

体
調
を
崩
し
、
一
九
三
八
年
一
二
月
に
は
新
任
の
堀ほ
り
の
う
ち内

謙け
ん

介す
け

大
使
と
交
代
し
ま

し
た
が
、
帰
国
で
き
な
い
ま
ま
、
一
九
三
九
年
二
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
彼
の
死
後
、ハ
ル
（Cordell H

ull

）
米
国
務
長
官
が
「（
斎
藤
大
使
は
）

理
解
ト
同
情
ヲ
以
テ
日
米
友
好
関
係
ノ
為
ニ
尽
力
シ
タ
」
と
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

を
新
聞
に
寄
せ
る
な
ど
、
そ
の
死
を
惜
し
む
声
が
米
国
国
内
で
広
ま
り
ま
し
た
。

米
国
政
府
は
さ
ら
に
、
最
新
鋭
の
巡
洋
艦
「
ア
ス
ト
リ
ア
号
」
で
斎
藤
大
使
の
遺

骨
を
護
送
す
る
と
い
う
異
例
の
措
置
を
と
っ
て
、
彼
の
死
に
特
別
の
弔
意
を
示
し

ま
し
た
。

米
国
が
ア
ス
ト
リ
ア
号
で
遺
骨
を
護
送
し
た
経
緯
の
ほ
か
、
彼
の
葬
儀
が
外
務

省
葬
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
記
録
「
本
邦
人
弔
喪
関
係

雑
件　

斎
藤
大
使
葬
儀
関
係
」
に
関
連
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
10
-１　

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
二
月
二
七
日

斎
藤
大
使
の
死
去
に
対
す
る
米
国
で
の
報
道
振
り

在
米
国
堀
内
大
使
か
ら
有あ
り

田た

八は
ち

郎ろ
う

外
務
大
臣
宛
の
電
報
で
す
。
故
斎
藤
博
大

使
が
米
国
で
敬
愛
さ
れ
、
ハ
ル
国
務
長
官
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
が
そ
の
死
を
悼

ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

【幻の公認マーク】
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展
示
史
料
10
-２　

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
三
月
一
日

米
国
の
軍
艦
に
よ
る
斎
藤
大
使
の
遺
骨
移
送
の
決
定

在
米
国
堀
内
大
使
か
ら
有
田
外
務
大
臣
宛
の
電
報
で
す
。
ウ
ェ
ル
ズ
国
務
次
官

は
堀
内
大
使
を
招
致
し
、
故
斎
藤
大
使
の
遺
骨
を
軍
艦
に
よ
っ
て
日
本
ま
で
送
り

届
け
る
計
画
を
告
げ
ま
し
た
。

元
来
、
米
国
の
慣
例
で
は
、
こ
の
よ
う
な
待
遇
は
現
任
大
使
が
死
去
し
た
場
合

に
示
さ
れ
る
も
の
で
、
病
気
療
養
中
と
は
い
え
、
離
任
し
た
大
使
へ
の
取
り
計
い

と
し
て
は
異
例
の
厚
遇
で
し
た
。
斎
藤
大
使
の
遺
骨
を
載
せ
た
巡
洋
艦
ア
ス
ト
リ

ア
号
は
、
三
月
一
八
日
に
ア
ナ
ポ
リ
ス
を
出
発
し
、
ホ
ノ
ル
ル
経
由
で
四
月
一
七

日
に
横
浜
へ
入
港
し
ま
し
た
。

Ｑ
11　

太
平
洋
戦
争
勃
発
直
前
に
行
わ
れ
た
日
米
交
渉
の
際
、「
マ
リ

子
」
と
い
う
合
言
葉
が
使
わ
れ
た
の
は
本
当
で
す
か
。

Ａ
ｎ
ｓ
ｗ
ｅ
ｒ

本
当
で
す
。
外
務
省
記
録
「
日
・
米
外
交
関
係
雑
纂　

太
平
洋
ノ
平
和
並
東
亜

問
題
ニ
関
ス
ル
日
米
交
渉
関
係
」
に
、
そ
の
こ
と
を
示
す
史
料
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。一

九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
秋
、
日
米
間
で
は
戦
争
を
回
避
す
る
た
め
の
最
後

の
外
交
交
渉
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
盗
聴
を
警
戒
し
た
日
本
側
で

は
、
国
際
電
話
で
合
言
葉
を
使
用
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
寺て
ら

崎さ
き

太た

郎ろ
う
ア
メ
リ
カ

局
長
と
在
米
国
若わ
か

杉す
ぎ

要
か
な
め

公
使
と
の
電
話
で
は
「
マ
リ
子
」
は
「
駐
兵
問
題
ニ
関

ス
ル
米
側
態
度
」
を
示
す
合
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
当

時
ワ
シ
ン
ト
ン
の
大
使
館
と
東
京
の
外
務
本
省
と
の
間
で
は
、「
伊
藤
君
」（
＝
「
総

理
」）、「
伊
達
君
」（
＝
「
外
務
大
臣
」）、「
徳
川
君
」（
＝
「
陸
軍
」）、「
縁
談
」（
＝

「
日
米
交
渉
」）、「
君
子
サ
ン
」（
＝
「
大
統
領
」）、「
子
供
カ
生
レ
ル
」（
＝
「
形

勢
急
転
ス
ル
」）、「
ソ
ノ
後
ノ
公
使
ノ
健
康
」（
＝「
交
渉
ノ
一
般
的
見
透
」）と
い
っ

た
合
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
史
料
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、「
マ
リ
子
」
と
は
、
当
時
在
米
大
使
館
の
一
等
書
記
官
で
、
寺
崎
ア
メ

リ
カ
局
長
の
弟
で
あ
る
寺て
ら

崎さ
き

英ひ
で
成な
り
の
長
女
の
名
前
に
由
来
し
た
も
の
で
す
。

展
示
史
料
11
-１　

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
〇
月
一
三
日

日
米
交
渉
時
の
電
話
連
絡
に
使
用
さ
れ
た
合
言
葉

【斎藤博】

【巡洋艦 アストリア号】
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豊と
よ

田だ

貞て
い

次じ

郎ろ
う

外
務
大
臣
か
ら
在
米
国
野の

村む
ら

吉き
ち

三さ
ぶ

郎ろ
う

大
使
宛
の
電
報
で
す
。
寺

崎
太
郎
ア
メ
リ
カ
局
長
と
若
杉
要
公
使
と
の
電
話
で
使
用
す
る
合
言
葉
を
事
前
に

伝
え
ま
し
た
。
例
え
ば
「
マ
リ
子
が
遊
び
に
来
な
い
」
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
「
日

本
軍
の
駐
兵
問
題
に
関
す
る
米
国
の
態
度
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
は
な
い
」
こ
と
を

意
味
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
史
料
11
-２　

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
一
月
二
六
日

日
米
交
渉
時
の
電
話
連
絡
に
使
用
さ
れ
た
合
言
葉

東と
う

郷ご
う

茂し
げ

徳の
り

外
務
大
臣
か
ら
在
米
国
野
村
大
使
宛
の
電
報
で
す
。

日
本
側
は
米
国
時
間
一
一
月
七
日
に
日
本
側
最
終
案
「
甲
案
」
を
、
一
一
月

二
〇
日
に
は
「
乙
案
」
を
提
示
し
交
渉
に
臨
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
電
報
が
到

着
し
た
直
後
の
現
地
時
間
一
一
月
二
六
日
夕
刻
、
野
村
大
使
は
ハ
ル
国
務
長
官
と

の
会
見
に
お
い
て
「
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
」
を
手
交
さ
れ
、
交
渉
は
決
裂
へ
と
向
い
ま

し
た
。

Ｑ
12　

吉よ
し

田だ

茂し
げ
るの
側
近
と
し
て
知
ら
れ
る
白し
ら

洲す

次じ

郎ろ
う

が
憲
法
改
正
に

か
か
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
ｎ
ｓ
ｗ
ｅ
ｒ

白
洲
次
郎
（
一
九
〇
二
〜
一
九
八
五
）
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
卒
業
後
、
日

本
食
品
工
業
及
び
日
本
水
産
の
取
締
役
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
駐
在
し
、
そ
の
間
、

在
英
国
大
使
（
在
任
期
間
：
一
九
三
六
〜
三
八
）
で
あ
っ
た
吉
田
茂
と
親
交
を
深

め
ま
し
た
。
そ
し
て
終
戦
後
の
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
二
月
、
吉
田
外
務

大
臣
の
要
請
で
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
参
与
に
就
任
し
（
四
六
年
三
月
次
長
、
四

七
年
五
月
退
任
）、
そ
の
後
経
済
安
定
本
部
次
長
や
貿
易
庁
長
官
を
歴
任
す
る
な

ど
、
占
領
期
に
お
け
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
折
衝
に
あ
た
っ
て
、
吉
田
の
側
近
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

白
洲
は
憲
法
改
正
作
業
に
も
深
く
か
か
わ
り
ま
し
た
。
第
一
回
外
交
記
録
公
開

で
公
開
さ
れ
た
外
務
省
記
録
「
帝
国
憲
法
改
正
一
件
」
に
は
、
一
九
四
六
年
二
月

一
三
日
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
憲
法
草
案
の
提
示
か
ら
、
修
正
作
業
を
経
て
日
本
国
憲

法
草
案
が
閣
議
で
承
認
さ
れ
る
ま
で
の
動
き
を
記
し
た
「
白
洲
手
記
」（
一
九
四
六

年
三
月
七
日
付
）
や
、
民
主
的
な
憲
法
の
制
定
と
い
う
目
的
を
同
じ
く
し
な
が
ら

も
そ
の
達
成
に
至
る
道
筋
が
日
米
間
で
異
な
っ
て
お
り
、
日
本
側
の
構
想
は
国
情

に
沿
っ
た
道
筋
で
あ
る
旨
を
図
を
使
っ
て
指
摘
し
た
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
（Courtney 

W
hitney

）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
長
宛
書
簡
の
写
（「
ジ
ー
プ
・
ウ
ェ
イ
・
レ
タ
ー
」、

一
九
四
六
年
二
月
一
五
日
付
）
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

【寺崎英成】

【日米交渉の記録ファイル】



－ 138 －

『外交史料館報』第 27 号（2013 年 12 月）

展
示
史
料
12　

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
二
月
一
五
日

白
洲
次
郎
か
ら
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
民
政
局
長
宛
の
書
簡
（「
ジ
ー
プ
・
ウ
ェ
イ
・
レ

タ
ー
」）

二
月
一
三
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
憲
法
草
案
（「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
」）
が
日
本

側
に
提
示
さ
れ
る
と
、
憲
法
改
正
問
題
を
担
当
し
て
い
た
松ま
つ

本も
と

烝
じ
ょ
う

治じ

国
務
大
臣

ら
は
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
白
洲
は
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
に
手
紙
を
書
き
、
米

国
側
が
と
る
道
筋
が
目
的
（
＝
民
主
化
）
に
向
か
っ
て
一
直
線
に
進
む
航
空
路

（A
irw
ay

）
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
側
の
も
の
は
曲
が
り
く
ね
っ
た
狭
い
で
こ

ぼ
こ
道
（Jeepw

ay

）
の
よ
う
だ
と
図
で
示
し
、た
だ
し
、選
ぶ
道
が
大
き
く
違
っ

て
も
、
両
者
の
目
指
す
べ
き
目
的
は
同
一
で
あ
る
こ
と
を
日
本
側
関
係
者
も
感
じ

て
い
る
と
伝
え
ま
し
た
。
図
中
の
「Y

our w
ay

」
は
米
国
の
道
筋
、「T

heir w
ay

」

は
松
本
た
ち
の
考
え
る
日
本
の
道
筋
を
示
し
て
い
ま
す
。
結
局
、
再
考
を
求
め
る

日
本
側
の
要
望
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
」
に
沿
っ
た
新
し

い
憲
法
草
案
を
起
草
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【展示史料12】

He and his colleagues feel that yours and theirs aim at the same destination 
but there is this great diff erence in the routes chosen….　　※He = 松本烝治


